＜「親子で登る自立の坂道」期：「子が親離れしていく」編－２＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象（時間）：小学4～6年生の親（120分程度）

【ねらい】子供の交友関係への親の適切なかかわり方について考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，Ａ３用紙，フェルトペン（裏写りしないもの）
	時間
	アクティビティの展開
	留　意　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	※スケジュールを板書しておく。

・机は講義形式

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介，主旨・ルール等説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	

	：
（10分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
「バースデーチェーン」

○黙ったまま，身振り手振りで誕生日順に並び，数グループに分ける。
○グループ内で自己紹介する。
	○コミュニケーションに関わるゲームを通して，人間関係作りに大切なことを体験的に考える。

→「○月○日生まれの○○です」と，簡単に自己紹介
	・机を撤去

・グループ数に
応じて，机を
配置

	：
（50分）
	○タイトル，ねらいを読む。
＜エピソードを読みましょう＞
○エピソードを読む。（５分）
＜考えましょう，出し合いましょう＞
○設問①，②に記入し，話し合う。
（15分）

○設問③に記入し，話し合う。（15分）
○話し合ったことを紹介し，意見交換す
る。　　　　　　　　　　　　　（10分）
○参考資料１について話し合う。（５分）
	○各自黙読後，代表の人に読んでもらう。
○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守），ただし，言いたくないことは話さなくても良い。（パス有り）
○【参考資料１】のグラフを見て，気付いたことなど意見交換し，子供の友達との様子を振り返る。
	

	：
（40分）
	＜さらに考えましょう＞
○設問①，②に記入する。（５分）
○グループで話し合う。（25分）

○話し合ったことを紹介する。（10分）

	○解決のための，親の関わり方について話し合う。
※意見が出にくい場合は，もし，心配なことや気になることがあった場合どうするかという，仮定で話してもらう。

※話し合う時間を充分に確保する。
○どんな関わり方をすると良いか，用紙に

書いて紹介する。

→用紙をホワイトボードに貼っておくと分かりやすい。

※深刻な事例を話された場合は，最後まで聞き，話して良かったと思えるよう配慮する。その後は，解決に向けて学校などの主催者に報告する。

○【参考資料２】を読む。子供様子の変化に気付くための参考にする。
	

	：
（10分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。
○ファシリテーターの話
	※「県民の皆さんの声」を読む。（「県民の皆さんの声」は，模範解答ではなく，色々な意見があるということを示すためのもの）
	

	：
（５分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散
	・現状復帰

	〈メモ〉


教材番号　　17





どうする？どういう？　～子供の人間関係へのかかわり～








